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５８． エチレングリコールモノメチルエーテル 

別 名：2-メトキシエタノール、メチルグリコール、メチルセロソルブ  

管 理 番 号：58 

PRTR 政令番号：1-078 （化管法施行令（2021 年 10 月 20 日公布）の政令番号） 

CAS 登録番号：109-86-4 

構 造 式：  

 

性 状：無色透明の液体 果実のような匂い 揮発性物質 水と任意の割合で混合 

 

・エチレングリコールモノメチルエーテルは、主に溶剤として使われており、塗料や印刷イン

キなどに用いられています。 

・2022 年度の PRTR データでは、環境中への排出量は約 40 トンでした。すべてが事業所から

排出されたもので、ほとんどが大気中に排出されました。 

■用途 
エチレングリコールモノメチルエーテルは、樹脂をよく溶かすため、主に溶剤として使われて

おり、塗料、プラスチック用などの印刷インキ、合成樹脂製造の際の溶剤としても使われていま

す。 

溶剤以外の用途としては、アクリレート（感光性樹脂、接着剤、塗料などの原料）やゴムの原

料として使われています。 

■排出・移動 
2022 年度の PRTR データによれば、わが国では 1 年間に約 40 トンが環境中へ排出されたと見

積もられています。ほとんどがプラスチック製品製造業の事業所から、そのほとんどが大気中に

排出されました。都道府県別では、排出量が多かった地域は新潟県や福井県などのさまざまな地

域でした。 

また、化学工業などの事業所から、下水道や廃棄物に約 330 トンが移動されました。 

■環境中での動き 
大気中に排出されたエチレングリコールモノメチルエーテルは、光化学的に生成される OH ラ

ジカルにより分解され、5.1～51 時間で半分の濃度になると算出されています（反応速度定数の測

定値を用いて推算）1)。水中に排出された場合は、国の化学物質安全性点検による分解度試験では、

微生物分解はされやすいことが報告されています 2)。また、加水分解はされにくいことが報告さ
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れています 1)。 

■PRTR 対象物質選定の根拠（有害性） 
作業環境許容濃度から得られる吸入慢性毒性 エチレングリコールモノメチルエーテルは、米国産

業衛生専門家会議（ACGIH）において、1 日 8 時間、週 40 時間の繰り返し労働における作業者

の TWA（許容濃度）が、0.1 ppm（=0.3 mg/m3）と勧告されています 3)。また、エチレングリコー

ルモノメチルエーテルは、日本産業衛生学会において、1 日 8 時間、週 40 時間の繰り返し労働

における作業者の TWA が 0.31 mg/m3 と勧告されています 4)。 

生殖発生毒性 エチレングリコールモノメチルエーテルは、欧州（EU）における CLP 規則におい

て、Repr. 1B に分類されています 5)。 

ラット及びマウスにエチレングリコールモノメチルエーテルを含む飲み水を与えた多世代生殖

毒性試験では、体重 1kg 当たり１日約 20～200mg において生存産児数の減少、受胎率の低下、妊

娠回数の減少等が認められました 6)。 

エチレングリコールモノメチルエーテルを口から取り込ませた実験では、マウスにおいて母動

物毒性がみられないか、体重増加抑制がみられる用量（体重 1kg 当たり１日 60-300 mg）において

胎児死亡、前後肢の指の奇形、骨格奇形などの発生率の増加、ラットでは、母動物毒性がみられ

ない用量（体重 1kg 当たり１日 31 mg 相当）で心血管系の奇形 、カニクイザルでは、体重 1kg 当

たり１日 12 mg 以上で胎児の死亡が認められました 6)。 

マウスやラット、ウサギにエチレングリコールモノメチルエーテルを呼吸によって取り込ませ

た複数の実験では、50ppm においてマウスでは胎児で精巣への影響（精巣形成不全）、マウスやラ

ットでは骨格変異が、ウサギでは胎児で体重低値、外表奇形、骨格奇形などが認められました 6)。 

■人健康 

有害性評価 カニクイザルに妊娠 20 日目から 45 日目までの期間、体重 1 kg 当たり 1 日 12 mg

のエチレングリコールモノメチルエーテルを口から与えた実験では、母動物で体重増加の抑制と

貧血の傾向など、胎児生残率低下が認められました 1)。この実験結果から求められる口から取り

込んだ場合の LOAEL（最小毒性量）は体重 1 kg 当たり 1 日 12 mg でした 1)。（この試験結果は、

後述「リスク評価」の根拠となっています。） 

また、雌雄のラットに 13 週間、エチレングリコールモノメチルエーテルを含む飲み水を与えた

実験では、雌雄両方で体重増加抑制、胸腺重量減少などが認められました 7)。この実験結果から求

められる口から取り込んだ場合の LOAEL は体重 1 kg 当たり 1 日 70 mg（換算値）でした 7)。（こ

の試験結果は、後述「リスク評価」の根拠となっています。） 

ウサギに妊娠 6 日目から 18 日目までの期間、エチレングリコールモノメチルエーテルを呼吸に

よって取り込ませた実験では、胎子で胸骨分節の骨化遅延などが認められました 1)。この実験結

果から求められる呼吸によって取り込んだ場合の NOAEL（無毒性量）は 2.3 mg/m3（ばく露状況

を考慮し補正後）でした 1)。（この試験結果は、後述「リスク評価」の根拠となっています。） 
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また、雌雄のウサギに 13 週間、エチレングリコールモノメチルエーテルを含む空気を呼吸によ

って取り込ませた実験では、雌雄両方の胸腺でリンパ組織の萎縮、雄の精巣に影響などが認めら

れました 7)。この実験結果から求められる呼吸によって取り込んだ場合の NOAEL は 90 mg/m3 で

した 7)。（この試験結果は、後述「リスク評価」の根拠となっています。） 

体内への吸収と排出 人がエチレングリコールモノメチルエーテルを体内に取り込む可能性があ

るのは、食物や呼吸、飲み水などによると考えられます。ラットにエチレングリコールモノメチ

ルエーテルを含む飲み水を与えた実験によると、代謝物に変化し、投与後 72 時間以内に尿（約 40

～50 %）、呼気（約 20～30 %）及びふん（約 10 %）に含まれて排せつされたことが報告されてい

ます 1)。 

リスク評価 環境省の「化学物質の環境リスクの初期評価（2005 年）」では、口からエチレングリ

コールモノメチルエーテルを取り込んだ場合の LOAEL が体重 1 kg 当たり 1 日 12 mg であること

（このデータは「有害性評価」にて示したデータと同じです。）に基づいて、口から取り込んだ場

合の無毒性量等を体重 1 kg 当たり 1 日 1.2 mg としています 1)。同報告書では、リスク評価を行っ

た時点では、口からエチレングリコールモノメチルエーテルを取り込む量が把握されていないた

め、健康リスクの判定はできなかったと報告しています 1)。なお、環境中ではエチレングリコール

モノメチルエーテルのほとんどは水中に存在すると予測されましたが、微生物分解されやすいた

め、環境中で分解され、エチレングリコールモノメチルエーテルとして存在している可能性は低

く、環境に起因する食物から取り込む量も少ないと推定されているため、リスク評価を行った時

点では、口からエチレングリコールモノメチルエーテルを取り込む量の把握を優先的に行う必要

性は低いと報告しています 1)。 

環境省の「化学物質の環境リスクの初期評価（2005 年）」では、呼吸によってエチレングリコー

ルモノメチルエーテルを取り込んだ場合の NOAEL が 2.3 mg/m3（ばく露状況を考慮した補正後）

であること（このデータは「有害性評価」にて示したデータと同じです。）に基づいて、呼吸によ

って取り込んだ場合の無毒性量等を 2.3 mg/m3 としています 1)。同報告書では、大気の測定データ

から、呼吸によってエチレングリコールモノメチルエーテルを取り込む濃度を最大で 0.000033 

mg/m3（=0.033 µg/m3）程度と予測し、無毒性量等が動物実験から得られた知見であることを考慮

して、MOE（ばく露マージン）を 7,000 と算出しています 1)。以上のことから、呼吸によって取り

込んだ場合の人の健康リスクの評価については、リスク評価を行った時点では情報収集を行う必

要性はない（MOE≧100）と報告しています 1)。 

（独）製品評価技術基盤機構及び（一財）化学物質評価研究機構の「化学物質の初期リスク評

価書（2007 年）」では、「有害性評価」に示した雌雄ラットの口から取り込んだ場合の LOAEL（体

重 1 kg 当たり 1 日 50 mg（換算値））と、ウサギの呼吸によって取り込んだ場合の NOAEL（90 

mg/m3）及び、推定一日摂取量を用いてリスク評価した結果、リスク評価を行った時点では、人の

健康へ悪影響を及ぼすことはないと判断しています 7)。 

なお、エチレングリコールモノメチルエーテルは化学物質の審査及び製造等の規制に関する法
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律（化審法）の 2011(平成 23)年 4 月 1 日告示で人健康影響における優先評価化学物質に指定され

ています。 

■生態（有害性・リスク評価） 
環境省の「化学物質の環境リスク初期評価（2005 年）」では、甲殻類（ミジンコ類）の遊泳阻害

に基づく 48 時間 EC50（半数影響濃度）が 84.8 mg/L 超であることを根拠とし、水生生物に対する

PNEC（予測無影響濃度）を 0.85 mg/L 超と算定しています 1)。しかしながら、リスク評価を行っ

た時点では評価に耐える十分なデータがないことから、生態リスクの判定はできないと報告して

います 1)。 

一方で同報告書では、平成 14～15 年の国内生産量が年間 6,000 トンで、水域へは 70.8 %分配さ

れると予測されていますが、水域への推定排出量は 8 トンであること、微生物分解されやすいと

判断されていること、PNEC が 0.85 mg/L 超と大きいことに基づいて、リスク評価を行った時点で

は、環境中濃度の把握を優先的に行う必要性は低いと報告しています 1)。 

なお、エチレングリコールモノメチルエーテルは環境省の「内分泌かく乱作用に関する試験・

評価事業（EXTEND2022 等）」では、既存知見の信頼性評価によりその他（視床下部―下垂体―生

殖腺軸への作用等）の作用を有することが示唆され、第 1 段階生物試験（魚類短期繁殖試験）を

実施予定とされています 8), 9)。 

生産量等 【化審法：優先評価化学物質（通し番号 23）として】 

製造・輸入数量（2022 年）：約 4,200 トン 10) 
排出・移動量 
(2022 年度 PRTR
データ) 

環境排出量：約 40 トン 
（届出・届出外排出量

の集計結果） 
※1：都道府県別構成比は

上位 5 都道府県を示す。 

排出源の内訳（％） 都道府県別構成比（％）※1 
事業所（届出） 93 新潟県 30 
事業所（届出外） 7 福井県 14 
非対象業種 － 静岡県 12 
家庭 － 神奈川県 8 
移動体 － 兵庫県 6 

事業所（届出）における 
排出量：約 37 トン 

排出先の内訳（％） 
大気 98 土壌 － 
公共用水域 2 埋立 － 

業種別構成比（上位 5 業種、％） 
プラスチック製品製造業 59 
化学工業 23 
電気機械器具製造業 9 
ゴム製品製造業 7 
倉庫業 1 

事業所（届出）における 
移動量：約 330 トン 

移動先の内訳（％） 
下水道への移動 <0.5 廃棄物への移動 100 

業種別構成比（上位 5 業種、％） 
化学工業 89 
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プラスチック製品製造業 6 
電気機械器具製造業 3 
ゴム製品製造業 2 
その他の製造業 <0.5 

PRTR 対象物質選定（2021 年 10 月改正政令）の根拠（以下の欄に「○」または根拠を記載） 

 有害性 作業環境許容濃度から得られる吸入慢性毒性，生殖発生毒性 
排出量等 
(2014 ～ 2017
の平均) 

PRTR 排出量 PRTR 移動量 推計排出量 または 製造・輸入数量 

○ ○  

環境モニタリ

ング結果 
(2008～2017) 

複数地域検出※2 ※2：「御利用にあたって」に記載の該当調査で 2008～2017 年の 

期間に複数地域で検出された場合に選定根拠とします。 ○ 

環境保全施策 
上必要な物質 
（法令等） 

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法）（人健康影響）の優先

評価化学物質（通し番号 23） 

環境データ※3 
（～2024.3 公表 
時点の最新） 

大気 

・有害大気汚染物質モニタリング調査結果（一般環境）：測定地点数 11 地点，検

体数 68 検体，最大濃度 0.00019 mg/m3（=190 ng/m3）；[2013 年度，環境省]  

・化学物質環境実態調査：検出数 8 / 43 検体（5 / 15 地点）最大濃度 0.000097 mg/m3

（=97 ng/m3）（検出下限値 0.0000061 mg/m3（=6.1 ng/m3））；[2000 年度，環境省] 

公共用水域 

・化学物質環境実態調査：検出数 0 / 18 検体，6 地点（検出下限値 0.0019 mg/L

（=1.9 µg/L））；[2004 年度，環境省]  

底質 

・化学物質環境実態調査：検出数 0 / 20 検体，4 地点（検出下限値 0.4 mg/kg（乾））；

[1976 年度，環境省]  

・水環境中の要調査項目等存在状況調査：検出数 0 / 24 地点（検出下限値 0.01～

0.02 mg/kg）；[2002 年度，環境省] 

適用法令等 

（2024 年 3 月時

点） 

・化学物質排出把握管理促進法（化管法）：第一種指定化学物質 

・化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法）：優先評価化学物質

（人健康影響） 

・大気汚染防止法：揮発性有機化合物（VOC）として測定される可能性がある物

質 

・労働安全衛生法：管理濃度 0.1 ppm（25℃, 1 気圧換算 0.31 mg/m3） 

・GHS 分類結果 6)※4 
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※3：環境データについては、PRTR 選定根拠に用いたデータと必ずしも一致しないことがあります。詳細は、「御

利用にあたって」をご確認ください。 
※4：2017 年までの GHS 分類結果は、対象物質選定根拠のひとつとして考慮されますが、必ずしも化管法対象物

質の選定根拠になっていないことがあります。（該当する危険有害性についてピクトグラムを示します） 

■ 引用・参考文献 

1）環境省「化学物質の環境リスク初期評価第 4 巻」（2005 年公表） 
https://www.env.go.jp/chemi/report/h17-21/pdf/chpt1/1-2-2-02.pdf 

2）経済産業省「化学物質安全性点検結果等（分解性・蓄積性）」 
https://www.nite.go.jp/chem/jcheck/detail.action?cno=109-86-4&mno=2-0405&request_locale=ja 

3）米国産業衛生専門家会議「ACGIH Data Hub」 
https://www.acgih.org/2-methoxyethanol/ 

4）（公社）日本産業衛生学会「許容濃度等の勧告」（2023 年度） 
https://www.sanei.or.jp/files/topics/oels/oel_2023.pdf 

5）ECHA「REACH A table of harmonized entries is available in Annex VI of CLP」Annex Annex VI to 
CLP_ATP18（2023 年発効） 
https://echa.europa.eu/information-on-chemicals/annex-vi-to-clp 

6）NITE 統合版 政府による GHS 分類結果 
https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/ghs/m-nite-109-86-4.html 

7）（独）製品評価技術基盤機構・（一財）化学物質評価研究機構「化学物質の初期リスク評価書 Ver.1.0」
（（国研）新エネルギー・産業技術総合開発機構 委託事業、2007 年公表） 
https://www.chem-
info.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/dt/pdf/CI_02_001/risk/pdf_hyoukasyo/045riskdoc.pdf 

8）環境省「化学物質の内分泌かく乱作用に関する今後の対応 EXTEND2022」（2022 年公表） 
https://www.env.go.jp/content/000114063.pdf 

9）環境省「信頼性評価及び試験の実施状況 結果の概要」エチレングリコールモノメチルエーテル 
https://www.env.go.jp/content/000044009.pdf 

10）経済産業省「優先評価化学物質の製造・輸入数量」（2022 年度実績） 
https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/kasinhou/files/information/volume/priority/volume_pr
iority_2022FY.pdf 

■ 性状・用途に関する参考文献 

・（株）化学工業日報社『17524 の化学商品』（2024 年 1 月発行） 

急性毒性 
（経皮、 
吸入：蒸気） 
特定標的 
臓器毒性 

（単回暴露） 

引火性液体 生殖毒性 
特定標的 
臓器毒性 
（単回・ 
反復暴露） 
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・環境省「化学物質の環境リスク初期評価第 4 巻」（2005 年公表） 
https://www.env.go.jp/chemi/report/h17-21/pdf/chpt1/1-2-2-02.pdf 

・（独）製品評価技術基盤機構・（一財）化学物質評価研究機構「化学物質の初期リスク評価書 Ver.1.0」
（（国研）新エネルギー・産業技術総合開発機構 委託事業、2007 年公表） 
https://www.chem-
info.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/dt/pdf/CI_02_001/risk/pdf_hyoukasyo/045riskdoc.pdf 

■ 改訂履歴 

版数 発行日 改訂内容 

第 1 版 2012 年 初版発行 

第 2 版 2025 年 3 月 14 日 2021 化管法政令改正時選定根拠情報への更新、リスク評価

情報、環境データの更新等 
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